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8
月
2
4
日
（
日
）
第
3
6
回
の
東
臼
杵

郡
民
体
育
大
会
が
門
川
町
海
浜
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
選
手
団
も

健
闘
を
見
せ
、
た
く
さ
ん
の
入
賞
者
が

で
ま
し
た
が
、
中
で
も
寺
迫
の
黒
木
真

奈
美
さ
ん
は
、
年
齢
別
女
子
0
0
m
で
ダ
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む

ン
ト
ツ
の
1
位
、
ま
た
女
子
共
通
O
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

リ
レ
ー
で
も
ア
ン
カ
ー
を
つ
と
め
決

勝
進
出
の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。
心

臓
の
鼓
動
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
緊
張

の
中
、
ピ
ス
ト
ル
の
音
が
響
く
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
の
瞬
間
、
黒
木
さ
ん
が
と

て
も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
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レ
役
場
屋
上
か
ら
見
た
又
江
野
地
区

状況の説明を受ける江藤代議士▲小林町長から

　　　　　●

　
九
州
地
方
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
1
9
号

は
、
高
気
圧
に
囲
ま
れ
速
度
を
弱
め
一
次
停
滞
し
、

最
悪
の
コ
ー
ス
を
た
ど
る
な
ど
し
て
本
町
に
多
大

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
役
場
で
は
1
4
日
警

戒
本
部
を
設
置
し
、
情
報
収
集
に
つ
と
め
1
6
日
に

は
災
害
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
よ
う
体
制
を
整
え
、
消
防
団
も
避
難
誘
導
等

に
出
動
し
ま
し
た
が
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

雨
量
の
た
め
上
流
の
ダ
ム
も
調
整
不
可
能
な
状
態

と
な
り
多
く
の
家
屋
が
浸
水
す
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
5
年
に
襲
来
し
た
台
風
7
号
・
1
3
号
で

も
本
町
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、

今
回
の
台
風
は
そ
れ
を
上
回
る
被
害
を
も
た
ら
し
、

特
に
小
野
田
の
小
野
田
二
、
又
江
野
地
区
や
福
瀬

の
出
口
、
仲
ノ
原
、
下
村
、
広
瀬
、
鳥
川
地
区
、
鶴

野
内
の
前
田
、
下
村
中
水
流
地
区
、
田
野
、
羽
坂
の

沖
ノ
水
流
地
区
な
ど
百
二
十
四
世
帯
が
床
上
ま
で

浸
水
し
ま
し
た
。

　
翌
1
7
日
の
早
朝
か
ら
復
旧
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
水
道
も
被
害
に
あ
っ
た
た
め
、
悪
臭
と
家
の

中
に
流
れ
込
ん
だ
泥
の
除
去
に
手
間
ど
り
、
加
え

て
風
呂
や
料
理
は
も
ち
ろ
ん
飲
料
水
も
確
保
で
き

な
い
状
態
で
、
水
の
恐
ろ
し
さ
と
水
の
大
切
さ
を

同
時
に
実
感
し
た
ム
フ
回
の
台
風
で
し
た
。

　
1
9
日
に
は
江
藤
隆
美
代
議
士
と
松
形
祐
尭
県
知

事
が
来
醜
し
、
小
林
町
長
か
ら
被
災
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
あ
と
災
害
現
場
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
お
二
人
の
ご
指
導
や
ご
協
力
も
い
た

だ
き
、
被
災
者
の
救
済
や
経
済
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
災
害
救
助
法
が
適
用
に
な
り
、
役
場
の
福

祉
生
活
課
で
そ
の
手
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。

台
風
1
9
号
に
よ
る
被
害
状
況

▲被災世帯の状況を視察される松形知事

【
住
宅
被
害
】

・
床
上
浸
水

・
床
下
浸
水

非
住
家
被
害

被
害
額

住
宅
被
害

百
二
十
四
戸
（
三
百
五
十
七
名
）

　
　
十
八
戸
（
四
十
六
名
）

　
一
十
三
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
算
出

農
林
水
産
施
設
　
　
六
四
、
一
一
〇
〇
千
円

公
共
土
木
施
設
　
一
九
「
、
○
○
○
千
円

農
産
被
害
　
　
　
　
四
八
、
一
七
〇
干
円

畜
産
被
害
　
　
　
　
　
九
、
七
五
〇
千
円

林
道
災
害
　
　
　
　
八
九
、
五
〇
〇
千
円

商
工
災
害
　
　
六
一
四
、
○
○
○
干
円

水
道
被
害
　
　
　
　
二
一
二
、
　
一
一
〇
千
円

合
計
　
　
　
　
、
〇
三
九
、
七
三
〇
干
円

【
寄
付
一
覧
】
　
紀
竜
産
業
　
　
下
着
類
約
㎜
枚

　
岩
見
商
店
　
　
飲
物
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
3
6
本

　
朝
日
生
命
　
　
タ
オ
ル
ー
5
枚

　
永
岡
パ
ン
　
　
ア
ン
パ
ン
欄
個
、
食
パ
ン
2
0
斤

　
日
　
　
赤
　
　
毛
布
欄
枚
、
日
用
ロ
。
ロ
佃
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
悩
枚
、
下
着

　
県
支
援
物
資

　
類
三
枚
、
毛
布
悩
枚

N
T
T
　
　
　
臨
時
電
話
5
台

　
自
治
労
県
本
部
タ
オ
ル
5
0
枚
、
バ
ス
タ
オ
ル
㎜
枚

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
　
日
向
青
年
会
議
所
　
1
5
名

　
福
祉
事
務
所
職
員
　
1
5
名

　
日
向
保
健
所
職
員
　
4
名

※
福
祉
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

義
援
金
受
入
窓
口

・
東
郷
町
役
場
福
祉
生
活
課

・
郵
便
局

　
口
座
名

　
　
東
郷
町
災
害
対
策
本
部

　
口
座
番
号

　
　
0
1
7
4
0
1
0
1
9
9
0

被害額、寄付等

の状況について
は9月19日現在

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉
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被
災
者
の
皆
さ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
東
郷
町
長
小
林
理
教

　
台
風
1
9
号
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
災
害
対
策
本
部
を
中
心
に
災

害
復
旧
に
最
善
の
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
行

き
届
か
な
い
部
分
も
多
く
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

て
た
い
へ
ん
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
水
害

は
、
流
失
、
浸
水
の
被
害
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
後
始
末
な
ど
こ
れ
か
ら
が
た
い
へ
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
災
害
救
助
法
の
適
用
を

も
と
に
災
害
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
も
気
を
落
と
さ
ず
復
旧
に
ご
専

念
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
台
風
に
よ
る
被
害
に
関
す
る
こ
と
で

困
っ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
の
各
担
当
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲入郷スポーツ付近

▲山陰サービスの電話ボックスも見えない状態▲役場下の国道

▲役場下職員駐車場も冠水間近▲役場下黒進亭付近

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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▲かぶと屋付近
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▲家の中も手がつけられない状態

▲福瀬の広瀬地区も12戸が冠水▲

▲土砂崩れにより通行不能となった町道越表橋～下渡川線

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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講まちのアルバム講
　　　　　　　東臼杵郡民体育大会

幽　第36回東臼杵郡民体育大会が門川町海浜公園で開催さ

れました。本町からも甲斐善重郎団長のもと、総勢56名の

選手役員が参加しました。上位入賞者は次のとおりです

が、来年は本町で開催されますので町民みんなで大会を盛

り上げ、総合優勝に向けて頑張りましょう。女子C100m　1

位（黒木真奈美）、男子A走幅跳1位（寺原太）、男子E砲

丸投1位（小川勝正）、女子D100m　2位（那須則子）、男子

C砲丸投げ2位（西田宗吉）男子G2000m　3位（橋口克義）、

女子共通走幅跳3位（斧由美）
＿蔓 画一一一

mー

　　　　　　もくずがにの放流

幽　耳川漁業協同組合では、漁族保存と河川環境保全の

ため、3年前から毎年もくずがにの放流を行っていま

す。この日も稚がに百キログラム（約3300匹）を町内

数箇所に放流しました。耳川漁業協同組合では、近年

河川生物が減少傾向にある中、なんとか昔の姿の川に

戻そうと河川環境保全を呼びかけています。子供達に

魚が泳ぐきれいな川を残すよう皆さんのご協力をお願

いします。

　　　牧水’3、るさとクリーン大作戦

幽　坪谷中学校区の青少年健全育成会議が主催して、牧

水ふるさとクリーン大作戦が行われました。当日は今

にも降り出しそうな曇り空のもと、翌日の牧水祭にそ

なえ、牧水公園から生家、記念館に至るまで約150人が

参加してゴミや空き缶を拾いました。また、役場職員

も約90人が参加して国道沿いを清掃しました。

　　　　　　　　　第47回牧水祭
1響盟」

　今年は台風の影響からか時折強い雨が降り、あいに

くの天気の中で行われました。歌碑祭では、尾鈴短歌

会会長の東村吉市氏の朗詠に合わせて、坪谷中の矢野

千夏さんと山床里香さんが巫女姿で献酒を行いまし

た。そのあと牧水顕彰会会長の小林町長をはじめ多く

の方が献酒を行いました。

　その後、ふるさとの家で牧水を偲ぶ会が行われ、小

林町長あいさつのあと牧水祭に寄せられた短歌の表彰

式が行われ、選者である若山旅人氏の選評も披露

されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

垣
X
匠
ズ
X
民
X
メ
耳
X
X
X
X
げ
八
X
X
X
X
X
X
X
v
八
X
Y
ハ
X
X
X
X
X
X
Y
ハ
X
X
Y
八
〉
八
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
Y
ハ
X
X
v
入
Y
ハ
X
X
v
八
X
X
X
X
X
Y
ハ
X
X
Y
ハ
X
X
X

i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗≧うこ1’り噌

〉〈XXXXX芦く〉＜XXXXXX＞く力くXXX》くXXXXX》くX♪くXXXXXX力くXXXXXXXX声で）匡♪喉2民耳ノ罵ζX♪吸♪くX一一芦こ図卸．ハ、．匡

はじめまして／
皆さんはじめまして。この度、東郷町で国際交流員として働くことになりました「アレキサンダー・ベーカー」

です。みんなからは「アレックス」と呼ばれていますので、皆さんも気軽に声をかけてください。年齢は29歳

で、南イギリスのタンブリッジ・ウエルスという町から来ました。今回で2回目の日本訪問ということになり

ますが、1回目は千葉県の柏市で2年間英会話の教師として働きました。これからの1年間東郷町で過ごすこ

とになりましたが、楽しみであると同時にたくさんの町民の方々に会えることをうれしく思います。

　はじめて忌日した外国人は、「日本は自分の国と思ったほど違わない」と考えてしまいます。それは大都市な

ど外見はどこの国にも見られるような高いビルなどがあるからです。また、日本人は皆同じような顔をしてい

るとも思いがちです。これは日本が民族的に同種の国であるのに対しイギリスなどが多くの民族が混在する国

だからだということもあります。しかし、そこで大切なことは異なる国の異なる民族同士がお互いの文化を理

解し合いお互いを尊重しあうことだと思います。

　一般的に日本人とイギリス人の好みやふるまいはすいぶん異なると思われているかもしれませんが、以外に

似ている現象も見られます。二つほど例を挙げてみたいと思います。ますは「たまごっぢ」というものです。

私は去年イギリスの新聞で「たまごっぢ」が大人気になった記事を読んで、まさかそんなおもちゃをイギリス

人は好きにならないと思いこんでいました。しかしその後、イギリスのマスコミは「たまごつち」を日本的な

現象として取り上げ、それがイギリス人の中でも大人気になりました。二つ目は、ダイアナ妃の葬式のことで

す。イギリスのテレビ局はいつもの連続メロドラマやスポーツの試合などを中止にし、何万人という国民は記

帳するために宮殿の外で並んでいたという状態でした。昭和天皇が亡くなったときもこのような状況だったと

以前に聞きましたが、イギリスでこんなことが起こるとは思ってもいませんでした。

　私の仕事は国際交流ですので、皆さんが外国のこういうことが知りたいとか私とこういうことがしたいとか

ありましたら遠慮せすにご連絡ください。国際化の第一歩として英会話が考えられますが、ターニャさんに続

いて私も岳週月曜日英会話教室を開きます。英語を習いたい方はこ連絡ください。しかし、英会話は国際交流

のほんの一部分であって、本当の意味での国際化とは先にも述べましたが異なる国の異なる民族がお互いに理

解し合うことです。だからそういう活動もあわせて実施していきたいと思っています。子どもは純粋で柔軟な

感性を持っていますので何でも受け入れやすく影響されやすい面があります。ですから早くから異民族や異文

化に触れれば、将来外国人との交流がうまくできると思うので

す。そういう意味において、私もターニャさんと同じように学校

訪問をして子供達と心の交流ができたらと思っています。

　東郷町に来て少し時間が過ぎましたが、気づいたことの一つに

文化や伝統が非常に大事にされているということがあります。こ

れはたいへんすばらしいことです。私は大事にされている東郷町

の文化や伝統、習慣などをいろいろと教えてもらいながら、外国、

特にイギリスのことを皆さんに紹介していきたいと思っていますの

で、いつでも遠慮せすに気軽に話しかけてください。ヨ・ロ・シ・ク／

〉〈×〉〈〉〈〉〈〉〈×〉＜）K＞〈×〉〈〉〈×〉〈）《〉〈〉〈×〉〈〉〈〉〈×〉〈〉〈〉〈×〉〈〉〈×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉＜XX＞〈〉〈〉〈×〉＜X＞〈〉〈〉＜××X＞〈〉く）〈〉〈〉〈〉＜xxxx

明
け
や
ら
ぬ
窓
に
見
上
ぐ
る
湯
布
岳
は

薄
紫
の
霧
の
流
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

出
雲
路
を
訪
ね
巡
り
し
二
日
過
ぐ

出
雲
大
社
の
心
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

薄
れ
ゆ
く
気
力
は
げ
ま
し
八
反
の

蜜
柑
の
摘
果
漸
く
終
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

迫
に
湧
く
清
水
に
喉
を
潤
し
て

草
刈
る
ひ
と
日
疲
れ
の
軽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

稲
田
に
は
し
ょ
う
ろ
蜻
蛉
群
れ
て
舞
い

梅
雨
の
上
が
り
て
光
の
眩
し

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

風
あ
り
て
日
射
し
に
な
び
く
合
歓
の
木
の

う
す
紅
の
花
の
清
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

月
下
美
人
咲
き
し
ひ
と
夜
惜
し
み
つ
つ

見
守
り
み
つ
つ
夜
更
け
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

若
き
日
は
白
衣
の
天
使
な
り
し
友

老
い
て
た
ど
た
ど
と
歩
む
を
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

父
母
わ
れ
ら
を
恋
ひ
て
病
む
身
を
帰

り
来
し

子
の
十
三
回
忌
た
だ
に
優
し

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

寝
苦
し
き
熱
帯
夜
や
う
や
く
明
け
る
の
か

玄
関
に
新
聞
入
る
る
音
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

真
夏
日
に
川
面
に
群
る
る
赤
ト
ン
ボ

幼
な
か
り
し
日
は
追
ひ
て
遊
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

ひ
と
月
を
経
ざ
る
嬰
児
の
す
る
仕
種

老
い
た
る
吾
は
見
飽
く
こ
と
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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⑧
一

・
り
一

ハ、
、
．

亀
う
二

ど講

　仲深　深谷の

水野あゆみさん（4歳）

　父；水野順一さん

　母：　　節子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　なし

○好きな遊びは何ですか？

　すべり台

○大きくなったら何にな

　りたいですか？

　アンパンマン

▲題「くわがた1

　坪谷　仲崎の

那須智華子さん（4歳）

　父：那須律夫さん

　母：　百合子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　みかん

○好きな遊びは何ですか？

　フフンコ

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　保育園の先生

「
、
「
　
、
　
「

嵐
鞘蝋、◎

ヨらぬ　街桔舌題
斜嬢一囎■9噛霞
東郷町観光協会

　写真コンテスト

　　入賞者決まる／

　牧水祭にあわせて行われ幸
た観光協会写真コンテスト1

が行われました．今年は331

名から93点の応募があり厳婁

正な翻の結果次の方々が1

入賞され、牧水祭の偲ぶ会写

会場で表彰が行われまし幸
た。　　　　　　1
おめでとうございます。1

　　　　　　　　　　　　　幸
金賞　永野　忠さん（宮崎市）壱
　　　　　　　　　　　　　寺
銀賞　甲斐光代さん（日向市）壱
〃　田崎敵保さん（日向市）‡

銅賞　北園　貢さん（高鍋町）‡

〃　那須米子さん（日向市）‡

〃　松田久厚さん（延岡市）‡

入選　藤井邦宏さん（日向市）壱
　　　　　　　　　　　　　壱
〃　植野浩人さん（東郷町）寺
〃　千葉雄一さん（延岡市）嚢

▲題「さわがに」

駐
在
所
だ
よ
り

，　　　　　　　　　　　　　　　　・ひψ　　　　　　　　　　　　　　　．ψ　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　9◎　　　　　　　　　　　　　‘φ　　　　　　　　　　　　oひ　　　　　　　　　　　・“　　　　　　　　　　09　　　　　　　　　　ψ“　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　ψ一　　　　　　　ψ一　　　　　　9φ　　　　　　一　一　　　　　〇ひ　　　　oひ　　　ゆひ　　ψ9　一φ　・ひψ一

「
声
か
け
事
案
」
等
に

　
　
対
す
る
協
力
を
／

　
特
に
子
ど
も
や
若
い
女
性
を
対
象

に
し
た
「
声
か
け
事
案
」
は
、
殺
人
、

強
姦
、
誘
拐
等
の
凶
悪
事
件
に
発
展

す
る
危
険
性
が
あ
り
、
本
年
に
な
っ

て
兵
庫
県
神
戸
市
に
お
い
て
小
六
男

児
殺
害
事
件
、
奈
良
県
に
お
い
て
女

子
中
学
生
殺
害
事
件
、
そ
し
て
最
近

で
は
福
岡
県
内
に
お
い
て
小
二
女
児

殺
害
事
件
と
連
続
し
て
凶
悪
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
事
件
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
宮
崎
県
内
、
日
向
警
察

署
管
内
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
事

件
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
「
声

か
け
事
案
」
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。
警
察
で
は
こ
の
よ
う
な
事
件
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
い
ろ
い
ろ
と

そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
に
も
特
に
次
の
点

に
留
意
し
て
い
た
だ
き
事
件
の
未
然

防
止
に
ご
協
力
方
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　、

q
ど
も
等
に
対
す
る
常
日
頃
の

　
　
指
導

二
、
不
審
者
発
見
時
の
車
の
ナ
ン
バ

　
　
一
の
チ
ェ
ッ
ク
と
警
察
等
へ
の

　
　
速
報

　
な
お
、
子
供
達
が
こ
の
よ
う
な
「
声

か
け
事
案
」
等
に
遭
遇
し
た
場
合
に

は
、
ど
こ
で
も
近
く
の
民
家
に
か
け

込
ん
で
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
指
導

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

子
供
達
が
か
け
込
ん
で
き
た
ら
子
ど

も
を
保
護
し
、
不
審
者
（
車
）
の
特
徴

を
記
録
す
る
な
ど
し
て
警
察
へ
の
一

一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

畜
産
だ
よ
り

　
9
月
期
和
牛
仔
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
仔
牛
9

頭
、
育
成
牛
3
等
が
出
品
し
て
い
ま

す
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会
（
9
月
期
）

△
雌
の
部
（
仔
牛
）

迫
の
内
三
浦
豊
み
は
る
号
優
等
賞
3
席

羽
坂
佐
藤
重
勝
ゆ
き
さ
く
ら
号
壱
等
賞

坪
谷
矢
野
明
き
く
ふ
く
号
弐
等
賞

羽
坂
福
永
真
澄
ふ
く
こ
号
参
等
賞

坪
谷
岡
村
増
義
ふ
く
さ
き
号
参
等
賞

△
去
勢
の
部
（
仔
牛
）

田
野
稲
田
継
男
舞
幽
門
壱
等
賞

仲
深
広
島
力
力
道
山
号
弐
等
賞

仲
深
那
須
哲
男
菊
隆
号
弐
等
賞

団
体
成
績
第
6
位

△
育
成
の
部

福
瀬
鈴
木
涼
子
ふ
く
き
く
号
壱
等
賞

迫
野
内
浜
田
ヤ
ス
子
や
す
ひ
め
号
壱
等
南

仲
深
水
野
和
徳
み
つ
よ
号
弐
等
賞

団
体
成
績
第
4
位

児
湯
郡
市
品
評
会
（
9
二
期
）

△
雌
の
部
（
仔
牛
）

寺
迫
黒
木
萬
好
ひ
で
よ
し
ほ
ま
れ
号

弐
等
賞
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東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
朝
夕
は
肌
寒
い
日
が
続
く
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
お

元
気
で
す
か
。

　
さ
て
、
今
月
は
骨
粗
彫
松
下
（
こ
つ
そ

し
ょ
う
し
よ
う
）
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
骨
粗
彫
肺
症
と
は
、
骨
の
成
分
の
絶

対
量
が
加
齢
や
女
性
の
場
合
閉
経
と

と
も
に
減
る
病
体
を
言
い
ま
す
。
足

の
骨
、
腕
な
ど
の
長
い
骨
の
端
に
近

い
と
こ
ろ
や
脊
椎
の
骨
の
絶
対
量
が

減
り
、
骨
折
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
特
に
老
人
で
は
足
の
大
腿
骨

頚
部
骨
折
や
椎
体
（
腰
椎
等
）
の
圧
迫

骨
折
を
起
こ
す
と
寝
た
き
り
の
状
態

か
ら
痴
呆
へ
の
経
過
を
た
ど
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
骨
折
を
ま
ね
く
事
故

に
対
す
る
注
意
が
必
要
で
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、
腰
や
背
中
の
痛

み
と
重
圧
感
、
疲
れ
や
す
さ
な
ど
を

訴
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
わ
ず
か

な
外
か
ら
の
力
で
も
簡
単
に
脊
椎
の

圧
迫
骨
折
を
お
こ
し
ま
す
。
こ
の
場

合
に
は
強
い
痛
み
を
伴
い
猫
背
と
な

り
、
身
長
は
短
く
な
り
ま
す
。

　
骨
の
組
織
は
生
涯
を
通
じ
て
常
に

形
成
と
破
壊
を
く
り
返
し
て
い
ま

す
。
こ
の
破
壊
が
形
成
を
上
回
る
よ

う
に
な
る
た
め
骨
の
絶
対
量
が
減
少

し
て
き
ま
す
。
原
因
と
し
て
、
老
人
は

食
事
か
ら
摂
取
さ
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

の
不
足
や
血
中
の
ビ
タ
ミ
ン
D
の
減

少
に
よ
り
、
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
が
低
下
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
D
は
紫
外
線
に
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
促
進
す
る
活
性
型
ビ
タ
ミ

ン
D
に
変
わ
り
ま
す
が
、
老
人
は
日

光
に
あ
た
る
機
会
も
少
な
く
な
り
そ

の
傾
向
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
体
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足
を

骨
の
組
織
か
ら
補
充
す
る
こ
と
で
バ

ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
り
、

結
局
骨
の
絶
対
量
が
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
閉
経
後
の
女
性
に
も
多

い
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
閉
経
後

に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
急
激
に
減
少
し
、
骨

の
破
壊
の
度
合
が
強
ま
り
ま
す
。

　
骨
の
絶
対
量
は
2
0
歳
頃
を
ピ
ー
ク

に
以
後
次
第
に
減
少
し
て
い
き
ま

す
。
老
化
や
閉
経
は
そ
の
度
合
を
ま

す
ま
す
加
速
す
る
の
で
、
骨
粗
岩
松
症

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
適

度
な
運
動
を
行
う
、
日
光
に
当
た
る
、

牛
乳
等
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
、
禁

煙
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
多
飲
を
慎
む
な

ど
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

　
で
は
今
月
は
こ
の
辺
で
、
さ
よ
う

な
ら
。

、

産禦文化察

11月1日出・2日（日）

・東郷町総合グラウンド

・中央公民館

・総合文化センター

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
秋
ち
か
き
空
の
冴
え
か
も
夕
焼

の
雲
の
う
す
れ
に
か
か
る
三
日
月
」
。

　
こ
の
歌
は
大
正
六
年
（
一
九
一

七
・
三
十
二
歳
）
の
作
で
、
雑
誌
「
中

央
文
学
」
に
「
秋
小
景
」
と
題
し
て
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
、
牧
水
は
東

京
市
外
巣
鴨
町
の
天
神
山
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
丘
の
中
腹
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
の
歌
は
立
秋
の
頃
詠
ん
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
平
明
で
わ
か
り
や

す
い
歌
で
す
が
、
初
秋
の
夕
暮
れ
の

情
景
が
美
し
く
描
写
さ
れ
て
い
ま

す
。　

と
こ
ろ
で
九
月
十
七
日
は
牧
水
の

命
日
で
す
。
今
年
は
七
十
回
忌
の
年

と
な
り
ま
す
（
昭
和
三
年
没
）
。

　
牧
水
は
そ
の
年
の
七
月
、
朝
鮮
旅

行
の
帰
途
、
喜
志
子
婦
人
と
共
に
郷

里
に
立
ち
寄
り
老
母
を
見
舞
い
、
亡

父
の
墓
参
り
を
し
、
ま
た
故
郷
の
山

や
川
の
撮
影
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

牧
水
の
最
後
の
帰
郷
と
な
っ
た
の
で

す
。
翌
三
年
五
月
頃
か
ら
健
康
が
す

ぐ
れ
ず
、
九
月
初
旬
頃
か
ら
身
体
の

各
所
に
故
障
が
起
こ
り
、
十
三
日
に

は
重
体
を
宣
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
男
旅
人
さ
ん
の
話
に
よ
り
ま
す

と
、
牧
水
は
旅
人
さ
ん
を
枕
も
と
に

呼
び
、
「
坪
谷
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
迎

え
に
行
け
、
こ
ん
ど
は
お
前
】
人
で

行
け
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
故
郷
の
老
母
を
常
に
気
づ

か
っ
て
い
た
牧
水
で
す
。
息
を
引
き

取
る
前
に
、
ひ
と
目
母
に
会
い
た

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
の
牧

水
の
心
情
が
私
達
に
も
切
々
と
伝

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

t

わ
っ
て
き
ま
す
。
沼
津
で
は
盛
大
な

葬
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
髪
の
希
望

で
牧
水
の
分
骨
が
坪
谷
に
帰
り
、
故

郷
で
も
葬
式
が
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
。
（
昌
福
寺
保
存
の
過
去
帳
に
記

載
）
。
そ
の
翌
年
、
昭
和
四
年
八
月
、

母
マ
キ
は
死
去
し
ま
し
た
。
（
行
年
八

十
二
歳
）
。
牧
水
は
石
原
の
若
山
家
の

墓
地
に
父
母
等
と
共
に
眠
っ
て
い
る

の
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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町
民
体
育
大
会

ン》i》・

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
日
）

▽
開
会
　
午
前
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
翌
週
に
順
延

※
台
風
の
影
響
で
中
止
さ
れ
る
可
能

　
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

　
と
が
わ
か
り
次
第
、
オ
フ
ト
ー
ク

　
等
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

宮
崎
県
立
美
術
館

移
動
美
術
展
開
催

ヨ

　　お知らせ
ンフォメーシ

　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
宮
崎
県
立
美
術
館
移
動
美
術
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
立
美
術
館
所

蔵
の
名
品
の
中
か
ら
県
内
出
身
作
家

の
作
品
や
、
牧
水
銅
像
の
制
作
者
で

も
あ
る
奥
村
良
弘
、
県
立
美
術
館
の

展
覧
会
で
も
大
好
評
で
あ
っ
た
江
上

や
ピ
カ
ソ
の
作
品
な
ど
3
5
点
程
展

示
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
県
内
で
は
東
郷
町
、
え

び
の
市
、
串
間
市
の
三
会
場
で
し
か

開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。
優
れ
た
作
品
を

イ
気
軽
に
讐
で
・
る
貴
重
な
機
会
で

　
　
　
す
。
文
化
の
秋
に
ぴ
っ
た
り
な
こ
の

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
に
是
非
、
ご
家
族
・
ご
近

　
　
　
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
い
で
く
だ

　
　
　
さ
い
。

　
　
　
▽
期
間
　
平
成
9
年
1
0
月
2
7
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
1
1
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

　
　
　
▽
場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

　
　
　
　
i
ロ
ビ
ー

▽
入
場
料
　
無
料

▽
主
催
　
宮
崎
県
立
美
術
館
、
東
郷

町
、
東
郷
町
教
育
委
員
会

▽
後
援
　
東
郷
町
文
化
協
会

県
北
観
光
物
産
展

の
ぼ
り
ざ
る
フ
エ
ス
タ
9
7

　
零
墨
1
5
市
町
村
が
一
堂
に
会
し

て
、
特
産
品
の
展
示
即
売
が
延
岡
市

で
行
わ
れ
ま
す
。
東
郷
町
か
ら
も
地

場
産
品
が
出
展
さ
れ
る
ほ
か
、
「
工

業
・
工
芸
ゾ
ー
ン
」
「
観
光
ゾ
ー
ン
」

「
物
産
ゾ
ー
ン
」
と
分
か
れ
そ
れ
ぞ

れ
盛
り
沢
山
の
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
日
豊
経
済
圏
の
交

流
大
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
分
県
南
部
の
地
域
か
ら
も

地
場
産
品
が
出
店
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

10

獅
Q
5
日
（
土
）
1
0
時
～
1
8
時

　
　
2
6
日
（
日
）
1
0
時
～
1
7
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
1
1
月
1
日
置
2
日
）

▽
会
場
　
延
岡
市
五
ヶ
瀬
川
河
川
敷

（
延
岡
市
役
所
北
側
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
延
岡
市
商
業
観
光

課
魍
0
9
8
早
3
4
÷
8
3
3

東
郷
町
ぶ
れ
あ
い
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
の

　
テ
ニ
ス
交
流
会
の
案
内

　
東
郷
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で

は
、
町
内
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者

が
交
流
を
深
め
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
競
技
終
了

後
は
焼
き
肉
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
9
年
1
0
月
1
2
日
（
日
）

▽
会
場
　
牧
水
公
園
テ
ニ
ス
場

　
　
　
　
坪
谷
中
学
校
テ
ニ
ス
場

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
東
郷
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
代
表
　
山
回
貞
雄
　
役
場
税
務
課

　
國
0
9
8
2
－
6
9
－
2
1
1
1

▽
締
切
平
成
9
年
1
0
月
6
日

（
月
）

α
、
．
色
－
…
黒
～
）

ノ⑪平一月旧

就業構造基本調査

、
、
9
9

（
’

　
　
」
メ
〆
（
で

皆様のご協力をお願いします
－
分
衆
）

十
月
は
高
年
齢
者

雇
用
促
進
月
間
で
す

　
二
十
】
世
紀
は
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
、
高
齢
者
は
企
業
の
知
恵
袋
。

　
な
く
し
て
い
ま
せ
ん
か
貴
重
な
人

材
、
活
か
し
て
く
だ
さ
い
高
齢
者
。

※
平
成
十
年
四
月
か
ら
六
十
歳
を
下

回
る
定
年
は
無
効
と
な
り
、
定
年
を

理
由
と
し
て
労
働
者
を
退
職
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
向
公
共
職
業
安
定
所

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
六
期

　
　
　
　
納
期
は
十
月
三
十
一
日
ま
で

鎧
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
9
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
羽
坂
の
若
藤
健
さ
ん
か
ら

（
マ
ツ
エ
さ
ん
・
9
1
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
海
野
正
幸
さ
ん
か
ら

（
カ
ズ
子
さ
ん
・
8
6
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
池
田
平
美
さ
ん
か
ら

（
清
さ
ん
・
8
2
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
高
木
一
教
さ
ん
か
ら

（
十
吉
さ
ん
b
9
5
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
判
型
の
原
田
ミ
ヤ
子
さ
ん
か
ら
快

気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
八
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

畝 黒 溝 伊 川 赤
ち

原 木 口 東
越 や

ゆ ん
晴 海 大 のう

氏
き 希 渡 輝 茜 名

昭 啓 良 健 保
護博
者

彦 一 市 児
名

小 寺 寺 鶴 福 住
野 野
田 迫 迫 内 瀬 所

結
婚
お
幸
せ
に

（ （黒田 黒田 氏
木
村
宙 木原

’しン、

美光

子浩 沙広
名

福
　
瀬

都
城
市

寺
迫

八
重
原

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

池 高 海 若
氏

木 野 藤

田 カ マ
十

ズ ツ

清 吉 子 工
名

82 95 86 91 年

歳 歳 歳 歳 齢

迫 福 小 羽 住
野 野
内 瀬 田 坂 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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